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○
あ
る
部
屋 

暗
い
室
内
。
男
、
三
脚
に
立
て
ら
れ
た
カ
メ
ラ
前
に
立

つ
。 

 
○
法
明
大
学
・
大
教
室
（
日
中
） 

１
０
０
名
ほ
ど
の
学
生
が
授
業
を
受
け
て
い
る
が
、
大

半
は
授
業
を
聞
い
て
な
い
。 

そ
の
中
に
大
学
３
年
・
矢
作
祥
真
（
２
１
）
。
ス
マ
ホ

で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
漫
然
と
見
て
い
る
。 

 

○
同
・
キ
ャ
ン
パ
ス
内
広
場
（
夕
） 

授
業
後
。
校
門
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
祥
真
。 

中
庭
で
キ
ス
や
抱
擁
を
し
て
い
る
学
生
カ
ッ
プ
ル
が
ち

ら
ほ
ら
。 

 
 
 

二
度
見
、
三
度
見
し
て
い
る
祥
真
。 

 

○
地
下
鉄
・
ホ
ー
ム
（
夕
） 

電
車
を
待
っ
て
い
る
祥
真
。
電
車
が
来
る
。 

車
内
に
入
り
、
席
に
座
ろ
う
と
す
る
と
、
後
ろ
か
ら
中

年
男
性
が
割
り
込
み
で
入
っ
て
き
て
座
ら
れ
る
。 

 
 
 

睨
む
祥
真
。 

中
年
男
性
、
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
る
。
祥
真
、
ス
マ

ホ
を
出
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に 

【
電
車
で
割
り
込
み
し
て
で
も
座
り
た
い
奴
。
疲
れ
る
ほ 

ど
社
会
に
貢
献
し
て
ん
の
か
よ
】
と
投
稿
。 

 
 
 

続
け
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
、 
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【
公
然
で
堂
々
と
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
出
来
る
カ
ッ
プ
ル
。
ほ

ぼ
確
で
ブ
ス
】
と
投
稿
。 

タ
イ
ト
ル
『
お
ま
え
は
匿
名
』 

 
○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

ス
マ
ホ
を
い
じ
り
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
祥
真
。

先
程
の
投
稿
に
数
件
の
い
い
ね
が
付
い
て
い
る
。 

キ
ッ
チ
ン
で
夕
食
の
準
備
を
し
て
い
る
矢
作
優
（
４

５
）
。
テ
ー
ブ
ル
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
Ｔ
Ｖ
を
見
て
い

る
矢
作
太
一
（
４
９
）
。 

×
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

祥
真
、
太
一
、
優
、
夕
食
中
。 

優
「
祥
真
、
日
曜
は
？
ア
ル
バ
イ
ト
？
」 

祥
真
「
今
週
は
な
い
よ
」 

優
「
駅
前
に
新
し
く
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
お
店
出
来
た
の
」 

祥
真
「
へ
え
ー
。
行
く
の
？
」 

太
一
「
日
曜
・
・
」 

優
「
お
父
さ
ん
、
日
曜
ダ
メ
？
」 

太
一
「
い
や
、
大
丈
夫
」 

優
「
ま
た
休
日
出
勤
？
」 

太
一
「
今
週
も
た
ま
た
ま
」 

優
「
こ
の
前
も
よ
」 

祥
真
「
休
日
ま
で
社
会
の
歯
車
。
嫌
だ
ね
」 

太
一
「
誰
か
が
休
日
も
社
会
の
歯
車
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
便
利
な

世
の
中
に
繋
が
っ
て
る
ん
だ
ぞ
」 

祥
真
「
よ
く
な
い
」 
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優
「
同
意
」 

太
一
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」 

優
「
あ
、
逃
げ
た
」 

太
一
、
食
器
を
片
付
け
、
２
階
の
自
室
へ
向
か
う
。 

優
「
部
屋
行
く
の
？
」 

太
一
「
仕
事
残
っ
て
て
」 

優
「
最
近
仕
事
持
ち
帰
り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
？
押
し
付
け
ら
れ
て
た

ら
、
拒
ま
な
い
と
」 

太
一
「
大
丈
夫
大
丈
夫
」 

太
一
、
部
屋
へ
行
く
。 

 

○
法
明
大
学
・
教
室
（
日
中
） 

授
業
中
。
祥
真
、
ス
マ
ホ
で
「
注
目
女
優
・
有
紗
！
躍
進 

の
ワ
ケ
！
？
」
と
い
う
見
出
し
の
ネ
ッ
ト
記
事
を
見
て
い 

る
。
祥
真
、
記
事
の
コ
メ
ン
ト
欄
に 

【
誰
こ
い
つ
？
観
た
こ
と
ね
え
】
と
投
稿
。
隣
の
三
上
亮 

（
２
１
）
が 

亮
「
ま
じ
か
よ
ー
」 

祥
真
「
え
？
」 

亮
「
来
週
発
表
だ
っ
て
。
グ
ル
ー
プ
プ
レ
ゼ
ン
」 

祥
真
「
グ
ル
ー
プ
プ
レ
ゼ
ン
？
」 

教
授
「
近
く
の
人
と
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
下
さ
い
」 

教
室
内
の
学
生
達
、
近
く
の
人
と
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。

祥
真
と
亮
、
席
近
く
の
学
生
１
・
２
と
小
川
羽
菜
（
２

１
）
に
挨
拶
を
す
る
。 

羽
菜
「
小
川
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 
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祥
真
「
・
・
・
お
願
い
し
ま
す
」 

 

○
カ
フ
ェ
（
夕
） 

祥
真
と
亮
、
飲
み
物
を
飲
ん
で
い
る 

 
 
 

祥
真
「
だ
り
ぃ
」 

亮
「
し
か
も
メ
ン
ツ
ぱ
っ
と
し
な
く
ね
？
」 

祥
真
「
そ
れ
な
」 

亮
「
で
も
小
川
さ
ん
？
あ
の
子
可
愛
い
な
」 

祥
真
「
そ
う
？
」 

 

○
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
店
内
（
夜
） 

祥
真
、
レ
ジ
で
接
客
を
し
て
い
る
。 

客
１
「
ポ
イ
ン
ト
付
か
な
い
の
？
」 

祥
真
「
・
・
・
先
程
お
聞
き
し
た
の
で
す
が
」 

客
１
「
は
い
？
」 

客
１
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
い
る
。 

祥
真
「
会
計
後
は
付
け
ら
れ
な
い
の
で
」 

客
１
「
何
そ
の
ル
ー
ル
？
お
ま
え
ら
の
都
合
じ
ゃ
ん
」 

店
長
の
竈
門
二
朗
（
３
９
）
が
来
る
。 

竈
門
「
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
！
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
分

は
返
金
い
た
し
ま
す
の
で
」 

竈
門
、
客
１
に
金
を
渡
す
。
客
１
、
ス
マ
ホ
を
い
じ
り

な
が
ら
去
っ
て
い
く
。 

竈
門
「
（
舌
打
ち
）
。
あ
あ
い
う
奴
が
ネ
ッ
ト
で
悪
口
書
き
込
ん

で
ん
だ
よ
」 

祥
真
「
え
？
」 
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竈
門
「
し
か
も
自
分
の
名
は
晒
さ
ず
に
匿
名
。
現
実
世
界
で
上
手

く
行
か
な
い
か
ら
っ
て
。
街
中
で
タ
ピ
オ
カ
ジ
ュ
ー
ス
の

ゴ
ミ
を
捨
て
て
る
の
も
ほ
と
ん
ど
あ
い
つ
。
俺
に
は
分
か

る
」 

バ
イ
ト
１
「
（
奥
か
ら
）
炭
次
郎
店
長
。
ま
た
サ
ー
バ
ー
止
ま
っ

て
ま
す
」 

竈
門
「
だ
か
ら
二
朗
。
竈
門
だ
け
ど
炭
次
郎
じ
ゃ
な
い
か
ら
」 

竈
門
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
向
か
う
。 

 

○
部
屋 

男
、
Ｐ
Ｃ
で
ネ
ッ
ト
記
事
の
コ
メ
ン
ト
欄
を
見
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
欄
に
は
匿
名
で
多
く
の
誹
謗
中
傷
の
書
き
込

み
。 

部
屋
の
外
か
ら
ノ
ッ
ク
音
。
男
、
振
り
向
く
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ(

夜) 

祥
真
、
太
一
、
優
、
夕
食
中
。 

祥
真
「
イ
ヤ
ホ
ン
付
け
て
て
、
聞
い
て
な
い
の
に
逆
切
れ
。
意
味

分
か
ん
な
く
な
い
？
」 

優
「
い
や
ぁ
。
私
は
絶
対
働
き
た
く
な
い
」 

太
一
「
そ
う
い
う
奴
は
な
、
い
つ
か
必
ず
自
分
に
バ
チ
が
降
り
か

か
っ
て
く
る
」 

ス
マ
ホ
の
通
知
音
。
太
一
、
確
認
す
る
。 

優
「
ま
た
仕
事
～
？
」 

太
一
「
え
？
ご
め
ん
ご
め
ん
」 

優
「
ご
飯
食
べ
て
る
時
く
ら
い
持
ち
込
ま
な
い
で
よ
～
」 
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祥
真
「
家
族
で
飯
食
っ
て
る
時
に
仕
事
持
ち
込
む
父
親
も
、
バ
チ

が
降
り
か
か
っ
て
く
る
ね
」 

優
「
よ
く
言
っ
た
」 

太
一
「
（
祥
真
に
）
お
ま
え
っ
」 

 
 
 

太
一
、
祥
真
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
。 

 

○
法
明
大
学
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
（
日
中
） 

祥
真
達
、
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
亮
、 

動
画
を
流
し
て
い
る
。 

や
っ
さ
ん
（
動
画
）
「
４
９
歳
会
社
員
の
や
っ
さ
ん
で
す
！
」 

祥
真
「
何
こ
れ
？
」 

亮
「
や
っ
さ
ん
」 

祥
真
「
誰
？
」 

亮
「
会
社
員
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
。
今
キ
テ
る
の
よ
」 

祥
真
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
っ
て
信
用
な
ら
な
い
で
し
ょ
？
」 

学
生
１
「
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
く
観
る
」 

羽
菜
「
私
も
！
面
白
い
上
に
、
観
る
と
視
野
広
が
る
し
。
世
の
中 

の
為
に
動
か
な
く
ち
ゃ
っ
て
思
え
る
」 

祥
真
「
偽
善
。
登
録
者
数
増
や
す
為
だ
け
の
偽
善
」 

学
生
２
「
ひ
ね
く
れ
て
ま
す
ね
」 

祥
真
「
そ
の
場
の
少
数
派
を
ひ
ね
く
れ
て
る
っ
て
決
め
つ
け
る
方

が
ひ
ね
く
れ
て
る
よ
」 

羽
菜
「
ひ
ね
く
れ
て
る
」 

亮
「
い
い
か
ら
見
て
み
ろ
っ
て
！
」 

祥
真
「
お
れ
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
見
な
い
か
ら
」 
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○
地
下
鉄
・
車
内(

夕) 

祥
真
、
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
見
て
、
笑
っ
て
い
る
。 

 

○
矢
作
家
・
玄
関
（
夜
） 

祥
真
、
玄
関
に
入
る
と
宅
配
業
者
と
す
れ
違
う
。
玄
関

に
太
一
と
優
。
横
に
大
き
な
段
ボ
ー
ル
。 

祥
真
「
何
こ
れ
？
」 

太
一
「
仕
事
で
必
要
な
ん
だ
よ
」 

優
「
そ
ん
な
に
大
き
い
も
の
？
」 

太
一
「
長
持
ち
す
る
か
ら
高
い
の
買
っ
て
し
ま
っ
た
」 

優
、
段
ボ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
を
見
よ
う
と
す
る
。 

太
一
「
（
優
を
制
止
し
）
た
い
し
た
も
の
じ
ゃ
な
い
よ
」 

優
「
最
近
仕
事
ば
っ
か
り
。
家
に
ま
で
持
ち
込
ん
で
。
断
れ
な
い

ん
で
し
ょ
。
私
が
会
社
に
言
お
う
か
？
」 

太
一
「
大
丈
夫
大
丈
夫
！
今
が
頑
張
り
時
だ
か
ら
！
」 

太
一
、
段
ボ
ー
ル
を
抱
え
て
２
階
へ
上
が
る
。 

優
「
（
溜
息
）
。
・
・
・
そ
れ
と
も
浮
気
？
」 

祥
真
「
ま
さ
か
」 

 

○
同
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

祥
真
、
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
見
て
、
大
爆
笑
し
て
い
る
。 

 

○
法
明
大
学
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

 
 
 

祥
真
達
、
集
ま
っ
て
話
し
て
い
る
。 

祥
真
「
・
・
・
面
白
か
っ
た
」 

亮
「
だ
ろ
！
」 
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羽
菜
「
こ
れ
も
面
白
い
よ
」 

羽
菜
、
祥
真
に
動
画
を
見
せ
る
。
羽
菜
の
顔
が
祥
真
に

近
づ
く
。 

祥
真
「
・
・
・
」 

 
 
 

２
人
で
動
画
を
観
て
い
る
。 

亮
「
（
祥
真
と
羽
菜
に
）
ち
ょ
い
！
話
し
合
い
！
」 

羽
菜
「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
」 

羽
菜
、
祥
真
か
ら
離
れ
る
。
残
念
な
祥
真
。 

 

○
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
店
内
（
夜
） 

祥
真
、
レ
ジ
で
接
客
し
て
い
る
。
竈
門
が
来
る
。 

竈
門
「
好
き
な
子
で
き
た
？
」 

祥
真
「
は
い
？
」 

竈
門
「
い
つ
も
は
愛
想
も
機
嫌
も
悪
そ
う
に
働
い
て
る
の
に
。
今

日
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
」 

祥
真
「
お
れ
い
つ
も
そ
ん
な
悪
い
印
象
な
ん
で
す
か
？
」 

竈
門
「
授
業
で
一
緒
に
な
っ
て
。
話
す
よ
う
に
な
っ
て
。
そ
し
て

突
然
物
理
的
な
距
離
が
縮
ま
っ
て
、
あ
れ
？
好
き
か
も
っ
て
？
」 

祥
真
「
・
・
・
出
来
て
な
い
っ
す
よ
」 

 

○
法
明
大
学
・
教
室
（
日
中
） 

授
業
中
。
祥
真
、
窓
の
外
を
見
て
、
黄
昏
て
い
る
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

授
業
終
わ
り
。
祥
真
、
教
室
を
出
る
と
遠
く
に
友
人
と

話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
羽
菜
。 

祥
真
「
！
？
」 
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祥
真
、
羽
菜
を
見
続
け
る
。
そ
の
姿
は
遠
く
な
る
。 

 

○
地
下
鉄
（
夜
） 

祥
真
、
電
車
を
待
っ
て
い
る
。 

駅
員
「
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
電
車
の
遅
れ
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」 

祥
真
「
（
舌
打
ち
）
」 

 
 
 

祥
真
、
ス
マ
ホ
を
出
そ
う
と
す
る
と 

女
性
の
声
「
矢
作
さ
ん
？
」 

祥
真
「
え
？
」 

祥
真
、
振
り
向
く
と
目
の
前
に
羽
菜
。 

祥
真
「
あ
っ
！
？
」 

羽
菜
「
お
疲
れ
様
で
す
」 

祥
真
「
・
・
お
疲
れ
っ
ー
す
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
×
 

電
車
内
。
祥
真
と
羽
菜
、
他
愛
も
な
い
会
話
で
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。 

 

○
矢
作
家
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

祥
真
、
羽
菜
の
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
写
真
を
見
て

い
る
。
羽
菜
の
写
真
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
拡
大
す
る
。 

祥
真
、
そ
れ
を
見
て
に
や
け
て
い
る
。 

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
き
、 

【
人
生
面
白
っ
！
】 

と
投
稿
。 

 

○
実
景
（
数
日
後
） 
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○
法
明
大
学
・
キ
ャ
ン
パ
ス
内
広
場
（
夕
） 

授
業
終
わ
り
。
祥
真
、
校
門
へ
向
か
っ
て
い
る
。
広
場

に
は
キ
ス
や
抱
擁
を
し
て
い
る
学
生
カ
ッ
プ
ル
。 

祥
真
、
気
に
せ
ず
歩
く
。 

 

○
地
下
鉄
・
ホ
ー
ム
（
夕
） 

祥
真
、
電
車
を
待
っ
て
い
る
。
電
車
が
来
る
。
車
内
に

入
り
、
席
に
座
ろ
う
と
す
る
と
、
後
ろ
か
ら
中
年
男
性

が
割
り
込
み
で
入
っ
て
き
て
座
ら
れ
る
。 

祥
真
、
気
に
せ
ず
ス
マ
ホ
を
い
じ
る
。 

 

○
矢
作
家
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

 
 
 

祥
真
、
ベ
ッ
ト
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
に 

【
人
生
、
自
分
次
第
！
】 

と
投
稿
。 

 

○
法
明
大
学
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
（
日
替
わ
り
） 

祥
真
達
、
プ
レ
ゼ
ン
の
話
し
合
い
を
し
て
る
。 

 
 
 

祥
真
、
羽
菜
を
見
て
い
る
。 

羽
菜
「
な
ん
か
パ
ッ
と
し
な
い
」 

祥
真
「
え
？
」 

亮
「
（
Ｐ
Ｃ
の
パ
ワ
ポ
を
見
て
）
確
か
に
」 

祥
真
「
（
気
づ
い
て
）
あ
ー
」 

学
生
１
「
ど
う
し
ま
す
か
」 

学
生
２
「
手
詰
ま
り
っ
す
ね
」 
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祥
真
「
・
・
・
こ
れ
ど
う
？
」 

 
 
 

祥
真
、
自
身
の
Ｐ
Ｃ
の
資
料
の
フ
ォ
ル
ダ
を
開
き
、
皆
に

見
せ
る
。 

一
同
「
お
お
ぉ
」 

羽
菜
「
祥
真
君
、
い
い
か
も
」 

祥
真
「
・
・
・
よ
か
っ
た
」 

 

○
コ
ン
ビ
ニ
（
夜
） 

祥
真
、
動
画
を
観
な
が
ら
買
い
物
し
て
い
る
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

祥
真
、
レ
ジ
で
会
計
を
し
て
い
る
。 

店
員
「
お
支
払
い
は
現
金
で
す
か
？
」 

祥
真
、
電
子
決
済
の
端
末
に
ス
マ
ホ
を
置
い
て
い
る
。 

店
員
「
お
客
様
、
お
支
払
い
は
現
金
で
す
か
？
」 

祥
真
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
し
て
店
員
の
声
が
聞
こ
え
て
い
な

い
。
店
員
の
視
線
に
気
づ
く
。 

祥
真
「
は
い
？
」 

店
員
「
お
支
払
い
は
現
金
で
す
・
・
」 

祥
真
「
電
子
決
済
」 

祥
真
、
端
末
に
置
い
て
る
ス
マ
ホ
を
強
調
し
て
い
る
。 

祥
真
「
（
つ
ぶ
や
き
で
）
分
か
る
だ
ろ
」 

店
員
「
す
い
ま
せ
ん
」 

祥
真
「
（
聞
こ
え
て
た
事
に
）
え
。
あ
・
・
」 

 

○
矢
作
家
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

祥
真
、
羽
菜
に 
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【
明
日
頑
張
ろ
う
！
】 

と
ラ
イ
ン
を
送
る
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

祥
真
、
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
見
て
い
る
。 

そ
の
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
き
、
羽
菜
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
確
認
す
る
。
が
、
既
読
は
付
い
て
な
い
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

０
時
過
ぎ
。
羽
菜
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
な
い
。
ス
マ

ホ
を
置
き
、
ベ
ッ
ド
に
入
る
。
ス
マ
ホ
か
ら
通
知
音
。 

祥
真
「
！
」 

ス
マ
ホ
を
確
認
す
る
と 

【
よ
ろ
し
く
で
す
！
】 

と
羽
菜
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
祥
真
、
に
や
け
て
い
る
。 

 

○
法
明
大
学
・
大
教
室
（
日
替
わ
り
・
夕
） 

プ
レ
ゼ
ン
当
日
。
祥
真
達
、
壇
上
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て

い
る
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

羽
菜
が
話
し
終
わ
る
。 

亮
「
（
祥
真
に
）
頼
む
ぜ
」 

他
メ
ン
バ
ー
、
祥
真
に
託
す
よ
う
な
眼
差
し
。 

祥
真
「
お
う
」 

 
 
 

祥
真
、
一
歩
前
に
出
る
。 

祥
真
「
で
は
次
に
・
・
・
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
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祥
真
達
、
プ
レ
ゼ
ン
が
終
わ
る
。
一
同
、
教
授
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
待
っ
て
い
る
。 

教
員
「
・
・
・
何
が
言
い
た
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」 

亮
「
え
？
」 

他
メ
ン
バ
ー
「
！
？
」 

祥
真
「
あ
、
い
や
・
・
・
」 

教
員
「
こ
れ
は
プ
レ
ゼ
ン
で
は
な
い
。
君
達
の
主
観
。
今
の
君
達 

の
話
、
こ
こ
に
お
酒
が
な
い
だ
け
で
居
酒
屋
で
友
達
同
士 

で
話
し
て
る
会
話
と
同
じ
だ
よ
」 

祥
真
「
い
や
・
・
・
」 

教
員
「
君
の
主
観
は
い
ら
な
い
ん
だ
よ
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

授
業
後
。
他
の
生
徒
達
、
教
室
を
出
て
い
く
。
祥
真
達
、

教
室
に
残
っ
て
い
る
。 

学
生
１
「
こ
う
な
る
と
思
っ
た
ー
」 

祥
真
「
は
？
」 

学
生
２
「
そ
れ
な
」 

祥
真
「
何
？
俺
が
悪
い
の
？
」 

亮
「
ま
あ
ま
あ
ま
あ
」 

祥
真
「
な
ら
案
出
せ
よ
」 

羽
菜
「
単
位
大
丈
夫
か
な
」 

祥
真
「
え
？
」 

学
生
１
「
絶
対
落
と
し
た
わ
。
こ
の
授
業
」 

 
 
 

祥
真
、
学
生
１
に
詰
め
寄
る
。 

亮
「
と
に
か
く
！
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
！
」 

 
 

最
悪
な
空
気
の
一
同
。 
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○
同
・
校
門
前
（
夜
） 

祥
真
、
校
門
へ
歩
い
て
い
る
と
前
に
羽
菜
。 

祥
真
、
羽
菜
の
方
へ
向
か
う
。
羽
菜
、
走
り
出
し
、
校

門
前
に
立
つ
男
の
所
へ
行
く
。 

祥
真
「
！
？
」 

羽
菜
、
男
と
抱
き
合
い
、
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
く
。 

絶
望
す
る
祥
真
。 

 

○
地
下
鉄
・
ホ
ー
ム
（
夜
） 

電
車
を
待
っ
て
い
る
祥
真
。 

駅
員
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
「
人
身
事
故
の
影
響
で
遅
れ
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」 

祥
真
「
（
舌
打
ち
）
」 

祥
真
、
ス
マ
ホ
で
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
き
、 

【
何
回
目
だ
よ
。
学
べ
よ
、
ク
ソ
。
そ
れ
に
こ
い
つ
ら
遅
れ
て
申

し
訳
な
い
っ
て
気
持
ち
あ
る
？
】 

と
投
稿
。 

 

○
矢
作
家
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

祥
真
、
ス
マ
ホ
に
や
っ
さ
ん
の
動
画
更
新
の
通
知
。 

苛
つ
く
祥
真
。
ス
マ
ホ
を
投
げ
る
。 

祥
真
、
再
び
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
開
く
。
コ
メ
ン
ト
欄

に
、 

【
つ
ま
ん
な
。
消
え
ろ
よ
】 

と
投
稿
。 
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○
実
景
（
数
日
後
） 

 

○
法
明
大
学
・
廊
下
（
朝
） 

授
業
後
。
祥
真
、
次
の
授
業
の
教
室
へ
移
動
し
て
い
る
。

向
こ
う
か
ら
羽
菜
が
歩
い
て
く
る
。
羽
菜
、
祥
真
に
気

づ
く
。 

羽
菜
「
（
祥
真
に
）
お
疲
・
・
・
」 

祥
真
、
羽
菜
を
避
け
て
通
り
過
ぎ
る
。 

 

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
会
社
・
オ
フ
ィ
ス
（
日
中
） 

太
一
の
職
場
。
慌
た
だ
し
い
社
内
。
太
一
、
自
身
の
デ

ス
ク
で
俯
い
て
い
る
。 

同
僚
「
矢
作
さ
ん
？
」 

太
一
「
・
・
・
。
え
、
は
い
？
」 

同
僚
「
大
丈
夫
す
か
？
」 

太
一
「
・
・
・
は
い
」 

 

○
法
明
大
学
・
教
室
（
日
中
） 

 
 
 

授
業
中
。
祥
真
、
ス
マ
ホ
で
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
開
く
。

数
日
前
の
祥
真
の
コ
メ
ン
ト
に
多
く
の
い
い
ね
が
付
い

て
い
る
。
さ
ら
に 

【
こ
い
つ
の
動
画
で
笑
っ
た
事
ね
え
】 

【
早
く
や
め
ろ
よ
】 

 
 
 

等
の
や
っ
さ
ん
へ
の
中
傷
コ
メ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。 

祥
真
「
！
？
」 
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○
矢
作
家
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

 
 
 

祥
真
、
Ｐ
Ｃ
で
や
っ
さ
ん
の
動
画
の
コ
メ
ン
ト
欄
を
見
る
。

や
っ
さ
ん
へ
の
誹
謗
中
傷
は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

祥
真
、
リ
ビ
ン
グ
に
や
っ
て
く
る
。
太
一
と
す
れ
違
う
。 

祥
真
「
お
は
よ
う
」 

太
一
「
・
・
お
う
」 

太
一
、
２
階
へ
行
く
。 

祥
真
「
？
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

優
、
家
事
を
し
て
い
る
。 

祥
真
「
父
さ
ん
、
ど
う
し
た
の
？
」 

優
「
体
調
悪
い
か
ら
仕
事
休
む
っ
て
。
だ
か
ら
言
っ
た
の
に
」 

 
 

不
安
が
さ
ら
に
募
る
祥
真
。 

 

○
大
学
近
く
・
歩
道
（
夕
） 

祥
真
、
歩
き
ス
マ
ホ
で
や
っ
さ
ん
の
動
画
の
コ
メ
ン
ト

欄
を
見
て
い
る
。 

【
や
っ
さ
ん
き
め
え
】 

【
死
ね
】 

 
 
 

な
ど
の
誹
謗
中
傷
は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
。 

罪
悪
感
を
感
じ
て
い
る
祥
真
。 

前
方
か
ら
車
。
祥
真
、
歩
き
ス
マ
ホ
で
気
づ
か
ず
、
ど

ん
ど
ん
車
道
に
出
て
い
く
。
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。 
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祥
真
「
！
？
」 

急
ブ
レ
ー
キ
で
停
ま
る
車
。 

運
転
手
「
殺
す
ぞ
！
」 

逃
げ
る
よ
う
に
去
っ
て
い
く
祥
真
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 
 

祥
真
と
優
、
夕
食
中
。 

優
「
何
か
あ
っ
た
？
」 

祥
真
「
え
？
」 

優
「
あ
ん
た
ま
で
顔
色
悪
く
し
て
」 

祥
真
「
別
に
。
父
さ
ん
ま
だ
体
調
悪
い
の
？
」 

優
「
部
屋
か
ら
出
て
こ
な
い
」 

祥
真
「
そ
う
な
ん
だ
」 

優
「
無
理
に
で
も
休
ま
せ
る
べ
き
だ
っ
た
」 

 
 

何
も
言
え
な
い
祥
真
。 

 
 
 

○
法
明
大
学
・
情
報
ル
ー
ム
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
Ｐ
Ｃ
で
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
開
く
と
コ
メ
ン
ト
欄 

 
 

 
 
 

に 

【
匿
名
だ
か
ら
何
書
い
て
も
い
い
わ
け
ね
え
だ
ろ
】 

【
い
じ
め
と
同
じ
。
書
い
た
奴
ら
は
犯
罪
者
】 

な
ど
匿
名
ア
カ
ウ
ン
ト
が
や
っ
さ
ん
を
誹
謗
中
傷
し
て

い
る
ア
カ
ウ
ン
ト
を
叩
い
て
る
。 

祥
真
「
！
？
」 

 
 
 

さ
ら
に
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と 

【
こ
い
つ
ら
の
特
定
求
む
！
】 
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と
い
う
書
き
込
み
。 

祥
真
、
や
っ
さ
ん
に
書
い
た
コ
メ
ン
ト
を
削
除
す
る
。 

 

○
地
下
鉄
・
車
内
（
夜
） 

祥
真
、
こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ト
で
投
稿
し
た
自
身
の
あ
ら
ゆ

る
コ
メ
ン
ト
を
削
除
し
て
い
る
。 

 

○
矢
作
家
・
玄
関
（
夜
） 

祥
真
、
帰
宅
。
２
階
か
ら
声
。 

 

○
同
・
２
階
廊
下
（
夜
） 

太
一
の
部
屋
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。
祥
真
、
部
屋
に
入

る
。
中
に
太
一
と
優
。 

優
「
祥
真
・
・
・
」 

室
内
に
は
カ
メ
ラ
の
三
脚
や
マ
イ
ク
な
ど
多
く
の
撮
影

機
材
。 

祥
真
「
何
こ
れ
？
」 

太
一
の
Ｐ
Ｃ
画
面
に
は
や
っ
さ
ん
の
動
画
。 

祥
真
「
！
？
・
・
・
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

 
 

俯
い
て
い
る
太
一
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ(

夜) 

祥
真
と
優
、
座
っ
て
い
る
。 

祥
真
「
・
・
・
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
？
」 
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優
「
同
僚
の
萩
原
さ
ん
に
聞
い
た
ら
仕
事
押
し
付
け
ら
れ
た
り
、

パ
ワ
ハ
ラ
は
無
い
っ
て
。
で
も
会
社
で
も
最
近
元
気
な
か
っ
た
と

は
言
っ
て
て
。
そ
れ
で
直
接
聞
こ
う
と
部
屋
入
っ
た
ら
・
・
・
」 

 
 
 

優
、
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
流
す
。 

祥
真
「
こ
れ
、
父
さ
ん
・
・
・
」 

優
「
観
て
」 

 
 
 

コ
メ
ン
ト
欄
に
は
多
く
の
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
。 

 

○
同
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

 
 
 

祥
真
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。 

 

○
地
下
鉄
・
車
内
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

祥
真
、
や
っ
さ
ん
の
動
画
を
開
く
。
コ
メ
ン
ト
欄
に 

【
消
え
ろ
っ
て
書
い
た
こ
い
つ
ら
が
消
え
る
べ
き
】 

【
消
し
て
も
書
い
た
事
は
一
生
消
え
な
い
】 

な
ど
や
っ
さ
ん
に
誹
謗
中
傷
を
書
い
た
ア
カ
ウ
ン
ト
を

攻
撃
す
る
コ
メ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
や
っ
さ

ん
に
誹
謗
中
傷
を
書
い
た
あ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
が
炎
上
し

て
い
る
。 

さ
ら
に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
い
く
と 

【(

速
報)

こ
い
つ
特
定
！
】 

と
の
書
き
込
み
。
下
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と 

祥
真
「
！
？
」 

コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
ア
カ
ウ
ン
ト
の
人
物
の
実
名
や
顔

写
真
な
ど
の
個
人
情
報
が
晒
さ
れ
て
い
る
。 

祥
真
、
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
削
除
す
る
。 
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○
渋
谷
駅
前
・
実
景
（
数
日
後
） 

 
 
 

歩
き
ス
マ
ホ
を
し
て
い
る
多
く
の
人
達
。 

 
○
法
明
大
学
・
教
室
（
日
中
） 

授
業
中
。
祥
真
の
席
の
後
ろ
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。 

学
生
３
「
絶
対
あ
い
つ
だ
ろ
」 

学
生
４
「
き
め
ー
。
来
る
な
よ
」 

祥
真
、
会
話
の
聞
こ
え
る
方
を
見
る
。
学
生
達
、
笑
っ

て
い
る
。 

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
音
が
聞
こ
え
る
。 

祥
真
「
！
？
」 

祥
真
、
音
の
方
向
を
見
る
が
、
誰
が
撮
っ
た
か
は
分
か

ら
な
い
。 

亮
「
祥
真
？
」 

祥
真
「
え
？
」 

亮
「
大
丈
夫
？
」 

祥
真
「
・
・
・
お
う
」 

 

○
矢
作
家
・
２
階
廊
下
（
夜
） 

祥
真
、
太
一
の
部
屋
の
前
を
通
る
。
部
屋
前
に
は
食
事

が
置
か
れ
て
い
る
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

祥
真
、
リ
ビ
ン
グ
に
降
り
て
く
る
。
優
、
テ
ー
ブ
ル
で

俯
い
て
い
る
。 
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祥
真
、
自
身
の
部
屋
に
戻
る
。 

 

○
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
店
内
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

祥
真
、
レ
ジ
前
に
立
っ
て
い
る
。 

竈
門
「
ま
た
自
殺
だ
よ
」 

祥
真
「
え
？
」 

 
 
 

竈
門
、
ス
マ
ホ
で
ネ
ッ
ト
記
事
を
祥
真
に
見
せ
る
。
見
出

し
は
、 

【
女
優
・
有
紗
自
殺 
誹
謗
中
傷
が
原
因
？
】 

竈
門
「
理
解
す
べ
き
。
書
き
込
ん
だ
奴
は
自
分
達
が
殺
人
犯
だ
っ 

て
。
こ
う
い
う
奴
ら
は
カ
フ
ェ
で
自
分
の
席
以
外
の
場 

所
で
も
平
気
で
ス
マ
ホ
充
電
す
る
ん
だ
よ
」 

祥
真
「
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」 

竈
門
「
え
？
」 

 

○
地
下
鉄
・
電
車
内
（
夜
） 

祥
真
、
車
内
全
員
に
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
替
わ
り
） 

 
 
 

祥
真
と
優
、
夕
食
を
食
べ
て
い
る
。 

祥
真
「
・
・
・
書
い
た
」 

優
「
え
？
」 

祥
真
「
消
え
ろ
っ
て
・
・
・
父
さ
ん
の
動
画
に
」 

優
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

太
一
、
リ
ビ
ン
グ
に
現
れ
る
。 

優
「
・
・
・
お
父
さ
ん
」 
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祥
真
「
ご
め
ん
な
さ
い
」 

優
、
祥
真
を
叩
く
。 

優
「
何
し
て
ん
の
」 

 
 
 

何
も
言
え
な
い
祥
真
。 

×
 
 
 
 
×
 
 
 
 
×
 

祥
真
、
暗
い
リ
ビ
ン
グ
に
一
人
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

 
 
 

祥
真
、
リ
ビ
ン
グ
に
降
り
て
く
る
。
優
、
家
事
を
し
て
い

る
。 

祥
真
「
・
・
・
お
は
よ
う
」 

優
、
返
答
せ
ず
家
事
を
続
け
る 
。 

 
 
 
 

○
法
明
大
学
・
教
室
（
日
中
） 

 
 
 

授
業
中
。 

亮
「
祥
真
」 

祥
真
「
ん
？
」 

亮
「
顔
死
ん
で
る
」 

祥
真
「
ご
め
ん
」 

亮
「
や
っ
さ
ん
の
動
画
、
更
新
さ
れ
な
い
な
」 

祥
真
「
そ
う
な
ん
だ
」 

 
 
 

亮
、
祥
真
に
や
っ
さ
ん
の
動
画
の
コ
メ
ン
ト
欄
を
見
せ
る
。 

亮
「
悪
口
書
い
て
炎
上
さ
せ
て
。
自
分
は
顔
が
見
え
な
い
か
ら
っ 

て
好
き
放
題
書
い
て
」 

 
 
 

何
も
言
え
な
い
祥
真
。 

亮
「
こ
い
つ
ら
が
消
え
ろ
よ
な
」 
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そ
の
言
葉
が
突
き
刺
さ
る
祥
真
。 

 

○
矢
作
家
・
太
一
の
部
屋
前
（
夜
） 

 
 
 

祥
真
、
２
階
へ
上
が
る
と
太
一
の
部
屋
前
に
優
。 

優
「
お
父
さ
ん
、
話
そ
う
。
じ
ゃ
な
い
と
解
決
し
な
い
」 

優
、
祥
真
に
気
づ
く
。 

 
 

優
「
・
・
・
ど
う
に
か
し
て
よ
」 

 
 
 

何
も
言
い
返
せ
な
い
祥
真
。 

優
「
あ
ん
た
が
こ
う
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
何
と
か
し
て
よ
」 

 

○
法
明
大
学
・
校
門
前
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
校
門
に
着
く
。 

だ
が
、
校
舎
に
入
ら
ず
来
た
道
を
戻
る
。 

 

○
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
（
夕
） 

祥
真
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。 

 

○
漫
画
喫
茶(

夕) 

祥
真
、
漫
画
を
読
ん
で
い
る
。 

 

○
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
店
内(

夜) 

 
 
 

祥
真
、
レ
ジ
で
接
客
を
し
て
い
る
。 

客
２
「
釣
り
。
五
千
円
札
。
こ
れ
千
円
だ
ろ
」 

祥
真
「
え
？
あ
、
す
い
ま
せ
ん
」 

祥
真
、
五
千
円
札
を
渡
す
。
去
る
客
２
。
竈
門
が
く
る
。 

竈
門
「
フ
ラ
れ
た
か
ー
」 
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祥
真
「
は
い
？
」 

竈
門
「
恋
愛
は
数
こ
な
し
て
ナ
ン
ボ
。
フ
ラ
れ
た
ら
次
。
未
練
は

相
手
に
と
っ
て
は
ス
ト
ー
カ
ー
だ
よ
」 

 
○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ(

夜) 

祥
真
、
帰
宅
。
優
と
ス
ー
ツ
の
男
が
い
る
。 

優
「
（
ス
ー
ツ
の
男
に
）
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 
 

ス
ー
ツ
の
男
、
優
に
会
釈
を
し
、
リ
ビ
ン
グ
を
出
る
。
祥

真
、
男
と
す
れ
違
う
。 

祥
真
「
・
・
・
誰
」 

優
「
弁
護
士
さ
ん
」 

祥
真
「
弁
護
士
？
」 

優
「
裁
判
す
る
か
ら
」 

祥
真
「
え
？
」 

優
「
あ
な
た
が
何
を
犯
し
た
の
か
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
も
ら
う
為 

に
」 そ

れ
を
リ
ビ
ン
グ
の
外
で
聞
い
て
い
る
太
一
。 

 

○
実
景
（
数
日
後
） 

 

○
矢
作
家
・
玄
関
（
日
中
） 

 
 
 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
る
。
優
、
扉
を
開
け
る
。
祥
真
の
祖

母
・
金
井
と
よ
（
８
６
）
が
立
っ
て
い
る
。 

×
 
 
 
 
×
 
 
 
 
×
 

 
 
 

リ
ビ
ン
グ
。
優
、
と
よ
が
座
っ
て
い
る
。 

と
よ
「
優
、
何
し
て
る
の
！
？
」 
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優
「
あ
の
子
は
許
さ
れ
な
い
事
を
し
た
」 

と
よ
「
だ
か
ら
っ
て
裁
判
・
・
・
。
家
族
よ
」 

優
「
そ
の
家
族
を
壊
し
た
の
」 

 
○
公
園
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
。
家
族
連
れ
が
目
に
入
る
。 

祥
真
、
立
ち
去
る
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
中
） 

 
 
 

太
一
、
リ
ビ
ン
グ
に
降
り
て
く
る
。
優
、
テ
ー
ブ
ル
で
俯

い
て
い
る
。 

 
 
 

太
一
、
部
屋
へ
戻
る
。 

 

○
と
よ
の
家
・
居
間
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
座
っ
て
い
る
。
と
よ
、
お
茶
を
出
す
。 

と
よ
「
大
丈
夫
？
」 

祥
真
「
う
ん
」 

と
よ
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
ど
う
し
て
書
き
込 

み
？
し
て
い
た
ん
だ
い
？
」 

祥
真
「
・
・
・
ス
ト
レ
ス
発
散
・
・
・
出
来
る
と
思
っ
て
・
・
・
」 

と
よ
「
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
た
の
か
い
？
」 

祥
真
「
え
？
・
・
・
」 

と
よ
「
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
？
」 

 
 
 

俯
く
祥
真
。 

 

○
矢
作
家
・
太
一
の
部
屋
（
夜
） 
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太
一
、
Ｐ
Ｃ
を
見
て
い
る
。
画
面
に
は
祥
真
と
太
一
、
優

の
実
名
と
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ま
と
め
サ
イ
ト
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

リ
ビ
ン
グ
。
優
、
ｐ
Ｃ
の
画
面
は
家
族
の
個
人
情
報
が

晒
さ
れ
て
い
る
ま
と
め
サ
イ
ト
。 

優
「
な
ん
で
・
・
・
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

 
 
 

祥
真
の
部
屋
。
祥
真
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

画
面
は
太
一
、
優
と
同
じ
ま
と
め
サ
イ
ト
。 

 
 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
替
わ
り
） 

優
、
弁
護
士
と
話
し
て
い
る
。
優
の
横
に
は
と
よ
。 

弁
護
士
１
「
こ
ち
ら
も
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
匿
名
の
書

き
込
み
を
特
定
す
る
の
は
難
し
く
・
・
」 

優
「
・
・
・
分
か
り
ま
し
た
。
な
ら
ま
ず
息
子
を
訴
え
ま
す
」 

と
よ
「
優
！
」 

優
「
息
子
が
書
き
込
ん
だ
の
は
事
実
で
す
か
ら
」 

と
よ
「
家
族
の
事
な
ら
家
族
内
で
解
決
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
。

わ
ざ
わ
ざ
裁
判
な
ん
て
祥
真
が
・
・
・
」 

優
「
裁
判
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ほ
ど
重
い
事
な
の
」 

 
 
 

何
も
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
よ
。 

優
「
そ
れ
に
書
き
込
ん
だ
く
せ
に
、
こ
う
し
て
る
今
も
の
う
の
う 

と
生
き
て
い
る
他
の
ネ
ッ
ト
の
奴
ら
一
人
ひ
と
り
に
も
分 

か
ら
せ
る
為
に
も
、
裁
判
を
す
る
」 

 

○
法
明
大
学
・
教
室
（
日
中
） 
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授
業
中
。
亮
、
周
り
を
チ
ラ
チ
ラ
気
に
し
て
い
る
。
祥
真
、

そ
れ
に
気
づ
く
。 

亮
「
・
・
・
あ
れ
、
ま
じ
？
」 

祥
真
「
え
？
」 

亮
「
あ
の
ー
、
ネ
ッ
ト
の
さ
。
書
き
込
み
？
」 

祥
真
「
・
・
・
ま
あ
」 

亮
「
・
・
・
そ
っ
か
あ
」 

他
の
学
生
達
、
祥
真
を
見
て
ざ
わ
つ
い
て
い
る
。 

 

○
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
夕
） 

 
 
 

祥
真
、
退
職
届
を
竈
門
に
渡
す
。 

竈
門
「
そ
っ
か
あ
」 

祥
真
「
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」 

竈
門
「
ま
あ
働
き
た
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
連
絡
頂
戴
」 

祥
真
「
・
・
・
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」 

 

○
矢
作
家
近
く
の
道
（
夜
） 

 
 
 

祥
真
、
家
へ
歩
い
て
い
る
。
通
り
す
が
る
人
達
、
祥
真
を

二
度
見
し
た
り
、
噂
話
な
ど
を
し
て
い
る
。 

 

○
矢
作
家
・
太
一
の
部
屋
前
（
夜
） 

祥
真
、
太
一
の
部
屋
前
に
立
っ
て
い
る
。 

祥
真
「
（
部
屋
に
い
る
太
一
に
）
父
さ
ん
」 

 
 
 

応
答
は
な
い
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 
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祥
真
、
リ
ビ
ン
グ
に
く
る
。
優
、
祥
真
に
気
づ
い
て
テ
ー

ブ
ル
に
明
日
の
裁
判
の
開
廷
時
間
な
ど
の
詳
細
が
書
か

れ
た
資
料
を
置
く
。 

 
 
 

優
、
家
事
を
続
け
て
い
る
。 

 

○
裁
判
所
・
入
り
口
前
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

裁
判
所
の
前
に
は
報
道
陣
と
野
次
馬
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

ニ
ュ
ー
ス
中
継
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

レ
ポ
ー
タ
ー
「
人
気
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
へ
の
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗

中
傷
。
何
と
こ
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
実
の
子
供
が
書

き
込
み
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
の
事
件
。
裁
判
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
現
場
に
は
多
く
の
人
が
お
り
、

世
間
の
注
目
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
」 

 

○
同
・
法
廷
（
午
前
） 

被
告
席
に
祥
真
。
傍
聴
席
に
優
、
と
よ
。 

裁
判
長
「
開
廷
し
ま
す
」 

 

○
矢
作
家
・
祥
真
の
部
屋
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

 
 
 

暗
い
室
内
。
祥
真
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。 

 

○
ス
ー
パ
ー
・
売
り
場
（
日
中
） 

優
の
パ
ー
ト
先
。
優
、
品
出
し
を
し
て
い
る
。 

奥
で
パ
ー
ト
１
・
２
が
話
し
て
い
る
。 

パ
ー
ト
１
「
家
族
同
士
っ
て
す
ご
い
よ
ね
～
」 
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パ
ー
ト
２
「
で
も
だ
か
ら
っ
て
自
分
の
子
供
訴
え
る
？
」 

パ
ー
ト
１
・
２
、
話
続
け
て
い
る
。
優
、
気
に
し
な
い

で
働
く
。 

 
○
弁
護
士
事
務
所
・
応
接
室(

日
中) 

 
 
 

祥
真
、
弁
護
士
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。 

弁
護
士
２
「
大
丈
夫
？
」 

祥
真
「
・
・
・
は
い
」 

弁
護
士
２
「
過
ち
は
誰
に
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
一
緒
に 

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」 

祥
真
「
は
い
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

弁
護
士
２
「
で
は
書
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
相
手
が
自
分
の
父
親
だ

と
は
、
全
く
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
」 

祥
真
「
は
い
」 

弁
護
士
２
「
ま
た
誹
謗
中
傷
の
対
象
と
な
る
書
き
込
み
は
１
０
月 

１
３
日
の
一
度
で
す
ね
」 

祥
真
「
・
・
・
は
い
」 

 

○
裁
判
所
近
く
・
歩
道
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

祥
真
と
と
よ
、
裁
判
所
へ
歩
い
て
い
る
。
と
よ
、
立
ち

止
ま
り
膝
を
休
め
る
。 

祥
真
「
大
丈
夫
？
」 

と
よ
「
全
然
！
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
全
然
大
丈
夫
」 

歩
き
始
め
る
、
と
よ
。 
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○
裁
判
所
・
法
廷
（
日
中
） 

 
 
 

検
察
官
、
祥
真
に
質
疑
を
し
て
い
る
。 

検
察
官
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
・
や
っ
さ
ん
、
い
や
父
・
矢
作
太
一 

さ
ん
へ
の
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
は
１
０
月
１
３
日
の 

『
つ
ま
ん
な
、
消
え
ろ
よ
』
。
こ
の
一
度
で
す
か
？
」 

祥
真
「
は
い
」 

検
察
官
「
そ
の
後
、
矢
作
太
一
さ
ん
へ
の
誹
謗
中
傷
が
加
熱
。
怖 

く
な
り
、
被
告
は
１
０
月
１
８
日
、
自
身
の
コ
メ
ン
ト 

を
削
除
し
た
」 

祥
真
「
は
い
」 

検
察
官
「
あ
な
た
、
い
く
つ
か
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア

カ
ウ
ン
ト
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
？
」 

祥
真
「
・
・
・
は
い
」 

検
察
官
「
被
告
、
そ
の
他
の
匿
名
ア
カ
ウ
ン
ト
で
も
誹
謗
中
傷
を 

行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？
」 

 
 
 

祥
真
、
次
の
言
葉
が
出
な
い
。 

 

○
同
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス(

日
中) 

 
 
 

裁
判
後
。
祥
真
、
と
よ
と
出
口
へ
向
か
う
。 

優
と
鉢
合
う
。
祥
真
と
優
、
目
が
合
う
。 

 
 
 

優
、
出
口
へ
向
か
う
。 

 

○
裁
判
所
近
く
・
歩
道
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
と
と
よ
、
駅
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。 

と
よ
「
祥
真
、
何
か
食
べ
て
い
く
か
い
？
」 

祥
真
「
う
う
ん
、
大
丈
夫
」 
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と
よ
「
次
は
１
５
日
ね
」 

祥
真
「
次
は
一
人
で
行
く
よ
」 

と
よ
「
何
言
っ
て
る
の
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
行
く
」 

祥
真
「
で
も
・
・
・
」 

と
よ
「
一
人
よ
り
一
緒
の
方
が
い
い
！
」 

辛
い
祥
真
。 

 

○
デ
パ
ー
ト
・
フ
ー
ド
コ
ー
ト
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
う
ど
ん
を
食
べ
て
い
る
。 

食
べ
な
が
ら
も
周
囲
が
気
に
な
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・
屋
上(

日
中) 

祥
真
、
柵
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
屋
上
に
は
祥
真
の
他

に
数
名
。 

祥
真
、
手
す
り
に
手
を
か
け
る
。
学
生
２
人
が
祥
真
を

見
て
い
る
。 

祥
真
、
手
す
り
か
ら
離
れ
る
。 

 

○
実
景
（
数
日
後
） 

 

○
裁
判
所
近
く
・
歩
道
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
裁
判
所
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。 

 

○
裁
判
所
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
歩
い
て
い
る
と
優
と
鉢
合
う
。 

優
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
？
」 
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祥
真
「
・
・
・
体
調
悪
く
て
今
日
は
来
れ
な
い
っ
て
」 

 
 
 

優
、
控
室
へ
向
か
う
。 

 

○
矢
作
家
・
太
一
の
部
屋
（
日
中
） 

 
 
 

太
一
、
上
司
と
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
を
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
画

面
に
は
退
職
勧
奨
通
知
書
。 

太
一
「
・
・
・
確
認
し
ま
し
た
」 

上
司
「
う
ち
も
不
景
気
で
。
君
を
守
れ
な
か
っ
た
」 

太
一
「
・
・
・
い
え
い
え
」 

上
司
「
大
変
な
時
に
本
当
に
申
し
訳
な
い
」 

太
一
「
・
・
・
い
え
」 

 

○
と
よ
の
家
近
く
・
歩
道
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

祥
真
、
と
よ
の
家
に
向
か
っ
て
い
る
。
手
に
は
土
産
が

入
っ
た
紙
袋
。 

 

 

○
ス
ー
パ
ー
・
売
り
場
（
日
中
） 

 
 
 

優
、
品
出
し
を
し
て
い
る
。
店
長
が
や
っ
て
く
る
。 

店
長
「
矢
作
さ
ん
。
電
話
」 

優
「
電
話
？
」 

店
長
「
帝
大
付
属
病
院
？
か
ら
」 

優
「
え
？
」 

 

○
葬
儀
場
（
日
替
わ
り
・
夜
） 

 
 
 

と
よ
の
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
祥
真
、
優
、
太
一
、
親

族
席
に
座
っ
て
い
る
。 
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×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

翌
日
朝
。
告
別
式
。
多
く
の
参
列
者
の
中
、
と
よ
が
出

棺
さ
れ
る
。
祥
真
、
太
一
、
優
、
霊
柩
車
に
乗
っ
て
い

る
。 

 

○
火
葬
場
・
（
日
中
） 

棺
が
火
葬
炉
に
入
れ
ら
れ
る
。
祥
真
、
太
一
、
優
、
そ

れ
を
見
て
い
る
。
点
火
さ
れ
る
。 

優
「
お
母
さ
ん
」 

 
 
 

優
、
崩
れ
落
ち
る
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
太
一
、
優
、
座
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
た
位

置
に
い
る
。 

優
「
・
・
・
救
急
車
、
も
っ
と
早
く
呼
べ
な
か
っ
た
の
？
」 

祥
真
「
・
・
・
行
っ
た
時
に
は
も
う
倒
れ
て
た
」 

優
「
・
・
・
な
ん
で
よ
」 

祥
真
「
え
？
」 

優
「
な
ん
で
現
実
で
生
き
ら
れ
な
い
の
？
書
き
込
み
な
ん
て
す
る

の
。
匿
名
で
誹
謗
中
傷
書
け
る
の
？
」 

祥
真
「
・
・
・
」 

優
「
気
が
済
む
の
？
え
、
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
？
」 

祥
真
「
・
・
・
い
や
」 

優
「
あ
ん
た
は
好
き
勝
手
書
い
て
、
そ
れ
で
何
人
傷
つ
け
た
の
よ
」 

 
 
 

何
も
言
い
返
せ
な
い
祥
真
。 

優
「
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
す
が
っ
て
。
存
在
し
な
い
世
界
な
の
に
。 



 34 

存
在
し
な
い
の
！
こ
ん
な
事
、
起
き
る
は
ず
な
い
の
に
」 

 
 
 

何
も
言
い
返
せ
な
い
祥
真
。 

優
「
嫌
な
事
あ
っ
て
も
、
現
実
で
何
と
か
す
る
し
か
な
い
の
。
皆 

そ
う
よ
。
で
も
苦
し
い
よ
。
苦
し
い
け
ど
、
で
も
せ
め 

て
他
の
人
は
巻
き
込
ま
な
い
で
！
・
・
・
も
う
一
人
で 

く
た
ば
っ
て
く
れ
れ
ば
・
・
」 

太
一
「
や
め
ろ
！
」 

優
「
！
？
」 

 
 
 

太
一
、
２
階
へ
上
が
る
。 

 

○
地
下
鉄
・
ホ
ー
ム
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
電
車
を
待
っ
て
い
る
。 

 
 
 

祥
真
、
白
線
を
越
え
て
、
電
車
を
待
つ
。
と
よ
の
「
祥
真
」

と
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。 

祥
真
「
！
？
」 

 
 
 

祥
真
、
見
回
す
が
、
と
よ
は
い
な
い
。
３
歳
ほ
ど
の
子
供

が
白
線
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
電
車
が
ホ
ー
ム
に

近
づ
い
て
く
る
。 

祥
真
「
！
？
」 

 
 
 

祥
真
、
子
供
を
止
め
る
。
子
供
の
母
親
が
や
っ
て
く
る
。 

母
親
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

祥
真
「
・
・
・
い
や
」 

 
 
 

母
親
、
何
度
も
祥
真
に
礼
を
言
う
。 

 

○
裁
判
所
・
法
廷
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
被
告
席
に
い
る
。
太
一
、
原
告
人
席 
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に
い
る
。
優
、
傍
聴
席
に
い
る
。
そ
の
他
傍
聴
席
に
は

多
く
の
記
者
、
一
般
人
。 

記
者
１
「
や
っ
と
本
人
登
場
だ
な
」 

記
者
２
「
面
白
く
な
っ
て
く
れ
よ
～
」 

 
 
 

開
廷
時
間
に
な
る
。 

裁
判
長
「
開
廷
し
ま
す
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
×
 

 
 
 

検
察
官
、
太
一
に
質
疑
し
て
い
る
。 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

 
 
 

検
察
官
、
祥
真
に
質
疑
し
て
い
る
と 

太
一
「
・
・
・
・
何
し
て
る
ん
だ
」 

検
察
官
「
は
い
？
」 

 
 
 

記
者
達
、
太
一
に
注
目
す
る
。 

検
察
官
「
ど
う
し
ま
し
た
？
」 

太
一
「
・
・
・
家
族
３
人
集
ま
る
の
久
々
な
ん
で
す
よ
、
今
日
。

そ
の
前
は
妻
の
母
の
葬
式
。
次
が
今
。
い
や
、
集
ま
っ
て
る
と
は

言
え
な
い
で
す
ね
。
地
獄
で
す
」 

裁
判
長
「(

太
一
に)

発
言
を
控
え
て
下
さ
い
」 

太
一
「
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
も
う
色
々
大
丈
夫
で
す
」 

 
 
 
 

○
矢
作
家
・
祥
真
の
部
屋
（
夜
） 

 
 
 

祥
真
、
Ｐ
Ｃ
で
や
っ
さ
ん
の
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
く
。 

 
 
 

祥
真
、
最
初
に
投
稿
さ
れ
た
動
画
を
見
つ
け
る
。
投
稿
日

は
約
５
年
前
。
動
画
タ
イ
ト
ル
は 

【
４
７
歳
会
社
員
・
動
画
は
じ
め
ま
し
た
！
】 
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祥
真
、
動
画
を
開
く
。
動
画
内
の
太
一
（
や
っ
さ
ん
）
、

バ
タ
バ
タ
で
た
ど
た
ど
し
い
。 

太
一
（
動
画
）
「
息
子
が
今
高
校
生
な
ん
で
す
よ
！
い
つ
か
息
子 

や
妻
に
バ
レ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
。
で
も
せ
め
て
そ
の 

時
は
登
録
者
数
や
再
生
回
数
が
多
か
っ
た
ら
い
い
で
す 

よ
ね
」 

 
 
 

や
っ
さ
ん
の
現
在
の
登
録
者
数
は
約
３
０
万
人
。
５
０
万

再
生
を
越
え
る
動
画
も
あ
る
。 

太
一
（
動
画
）
「
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
楽
し
ん

貰
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
」 

 
 
 

祥
真
、
流
れ
続
け
る
動
画
を
観
て
い
る
。 

 

○
矢
作
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 
 

優
、
夕
食
の
準
備
を
し
て
い
る
。
太
一
、
リ
ビ
ン
グ
に
降

り
て
く
る
。 

優
「
（
太
一
に
気
づ
き
）
あ
、
ご
は
ん
も
う
す
ぐ
出
来
・
・
・
」 

太
一
「
手
伝
う
」 

 
 
 

太
一
、
キ
ッ
チ
ン
に
行
き
優
の
作
業
を
手
伝
う
。 

優
「
・
・
・
あ
り
が
と
う
」 

×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 

 
 
 

太
一
と
優
、
夕
食
を
食
べ
て
い
る
。 

太
一
「
・
・
・
や
め
よ
う
」 

優
「
え
」 

太
一
「
裁
判
」 

 
 
 

祥
真
、
リ
ビ
ン
グ
に
降
り
て
く
る
。
太
一
と
優
の
前
に
立

つ
。 
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優
「
・
・
・
ご
は
ん
食
べ
・
・
・
」 

祥
真
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
ご
め
ん
な 

さ
い
」 

祥
真
、
謝
り
続
け
る
。 

 

○
地
下
鉄
・
車
内
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
座
っ
て
い
る
。
近
く
の
会
社
員
男
性
、
バ
レ
な
い

よ
う
に
ス
マ
ホ
を
祥
真
に
向
け
、
祥
真
の
事
を
撮
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
小
学
生
、
会
社
員
男
性
の
近

く
へ
行
く
。 

小
学
生
「
何
し
て
る
ん
で
す
か
？
」 

会
社
員
男
性
「
は
？
」 

小
学
生
「
勝
手
に
人
の
事
、
撮
っ
ち
ゃ
だ
め
で
す
」 

祥
真
、
会
社
員
と
小
学
生
に
気
づ
く
。 

会
社
員
男
性
「
撮
っ
て
ね
え
け
ど
」 

他
の
乗
客
、
会
社
員
男
性
を
見
て
い
る
。
電
車
、
駅
に

到
着
す
る
。
会
社
員
男
性
、
降
り
て
去
っ
て
い
く
。 

 
 
 

祥
真
、
小
学
生
を
見
る
。
小
学
生
、
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
本

を
出
し
、
読
む
。 

 

○
法
明
大
学
・
廊
下
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
教
室
へ
向
か
っ
て
い
る
。
向
か
い
か
ら
羽
菜
が
友

人
と
歩
い
て
く
る
。
お
互
い
、
気
づ
く
。 

羽
菜
、
祥
真
を
避
け
て
通
り
過
ぎ
る
。 

 

○
同
・
教
室
（
日
中
） 
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祥
真
、
席
に
座
っ
て
い
る
。
亮
、
教
室
に
入
っ
て
く
る
。 

亮
、
祥
真
と
は
離
れ
た
席
に
座
る
。 

 

○
大
学
近
く
の
公
園
（
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
ベ
ン
チ
で
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
で
自
身

の
名
前
を
検
索
す
る
と 

【
親
殺
し
】 

な
ど
祥
真
へ
の
誹
謗
中
傷
は
減
ら
な
い
。
そ
の
中
に 

【
彼
を
叩
い
て
い
る
あ
な
た
達
も
同
じ
で
す
】 

【
卑
怯
で
す
。
何
を
書
く
に
し
て
も
匿
名
。
自
分
達
は
身
元
を
明

か
さ
ず
に
好
き
放
題
に
書
い
て
】 

【
匿
名
は
誰
も
が
善
意
を
し
や
す
く
す
る
為
に
あ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
】 

 
 
 

な
ど
の
書
き
込
み
。
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
名
は
竈
門
二
朗
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は 

【
し
が
な
い
店
長
。
炭
次
郎
で
は
な
く
、
二
朗
で
す
】 

 
 
 

と
の
記
載
。 

祥
真
「
！
？
」 

 

○
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

 
 
 

祥
真
、
出
勤
す
る
。
竈
門
、
Ｐ
Ｃ
で
仕
入
れ
作
業
を
し
て

い
る
。 

竈
門
「
（
祥
真
に
気
づ
き
）
お
は
よ
う
」 

祥
真
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
店
長
、
自
分
・
・
」 

竈
門
「
待
っ
て
た
ー
。
新
人
さ
ん
す
ぐ
辞
め
ち
ゃ
っ
て
人
足
り
て 

な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。
早
く
！
ゴ
ー
ゴ
ー
！
」 
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祥
真
「
・
・
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 
 

祥
真
、
頬
を
拭
っ
て
レ
ジ
へ
向
か
う
。 

 

○
裁
判
所
・
控
室
（
日
替
わ
り
・
日
中
） 

祥
真
、
太
一
、
優
、
裁
判
長
や
弁
護
士
、
検
察
官
と
和

解
の
話
を
し
て
い
る
。 

裁
判
長
「
告
訴
は
し
な
い
と
い
う
事
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」 

太
一
「
は
い
」 

優
、
頷
く
。
祥
真
、
頭
を
下
げ
る
。 

 

○
実
景
（
数
日
後
） 

 

○
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
・
店
内 

モ
ニ
タ
ー
で
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。 

キ
ャ
ス
タ
ー
「
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷
を
書
い
た
と
し
て
侮
辱
罪
、 

脅
迫
罪
な
ど
の
容
疑
で
神
奈
川
県
の
主
婦
・
中
村
洋
子 

容
疑
者
３
７
歳
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
調
べ
に
対
し
中 

村
容
疑
者
は
日
常
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
た
く
日
頃
か 

ら
書
き
込
ん
で
い
た
と
供
述
し
て
い
ま
す
」 

 
 
 

ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
待
っ
て
い
る
客
が 

客
３
「
政
治
が
何
も
し
ね
え
か
ら
。
ま
た
出
る
ぞ
」 

 
 
 

と
ぼ
や
く
。 

 

○
矢
作
家
・
和
室
（
朝
） 

 
 
 

祥
真
、
と
よ
の
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。 
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○
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
中
） 

優
、
家
事
を
し
て
い
る
。
祥
真
、
リ
ビ
ン
グ
に
や
っ
て

く
る
。
冷
蔵
庫
か
ら
水
を
取
り
、
飲
む
。
太
一
、
リ
ビ

ン
グ
に
や
っ
て
く
る
。 

気
ま
ず
い
祥
真
。 

 
 
 

太
一
、
冷
蔵
庫
か
ら
水
を
取
ろ
う
と
す
る
。 

 
 
 

祥
真
、
水
を
渡
す
。 

太
一
「
あ
り
が
と
う
」 

祥
真
「
う
ん
」 

 
 
 

祥
真
、
部
屋
に
戻
ろ
う
と
す
る
と 

優
「
祥
真
」 

祥
真
「
・
・
・
え
」 

優
「
日
曜
、
空
い
て
る
の
？
」 

祥
真
「
え
？
・
・
・
ま
あ
」 

優
「
ど
っ
ち
よ
？
」 

祥
真
「
空
い
て
る
」 

優
「
駅
前
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
屋
。
週
末
割
引
デ
イ
だ
か
ら
。
お
父 

さ
ん
は
？
日
曜
」 

太
一
「
大
丈
夫
」 

優
「
じ
ゃ
あ
決
ま
り
」 

 
 
 

リ
ビ
ン
グ
に
陽
が
差
し
込
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
わ
り 


